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　〔目司
　擾動障害者においては諸関節の痛みを訴えるものが

多く、特に振軌こ関係の深い部位即ち頸椎および上肢

の諸関鯛こいろいろな骨変化を来すことが知られてい

る。今回、われわれは振動障害者に全身骨シンチグラ

フイーを行い、その骨シンチグラム所見および診断的

意義について検討した結果を報告する。

　〔対象’方司

　対象は、某製鋼工場の振動工具使用者について振動

障害に関する特殊健康診断を実施した結果、振動障害

者と認定された17例（すべて男子）で年令は36～

57才（平均48才）である。力法は、TOt　99m－

MDPの1　OmCi静注、3時間衡こ東芝製全身力メラ

を用いて前後面の全身像を撮像し、更に骨変化の来し

易い部位即ち頸椎、ひじ関節、手関節および手指胃に

ついてSpot撮影を行い、レ線像と対比した。

　〔結剰

　頸椎：レ線像て1ま骨練形成、椎間板狭1・、椎間孔狭

小または項じん帯骨化などなんらかの変化を認めたの

は17例中15例（88％）で、骨シンチで異常集積

を認めたのは4例（24％）にすぎなかつた。

　ひじ関節：レ線像で主として骨疎形成、次いで関節

ネズミがみられたのが9例（63％）で、骨シンチで

は12例（71％）に異常集積を認めた。

　手関節：レ線像dま骨籏形成、関節製げき撫トなど

を認めたもの3例（8％）にすぎなかつたが、骨シン

チでは13例（76％）にRl異常集積を認めた。

　手指骨1レ線像では骨韓形成、関節裂げき狭」・、屈

曲拘縮を認めたもの6例（35％）に、骨シンチでは

9例（53％）になんらかの異常を認め、変化を認め

た部位数からみると、レ線像では31カ所、骨シンチ

では120カ所であった。

　以上の結果から、頸帷の変化の検出ま断然レ線像が

優つておリ、手関節およτ月三指骨の変化の検出はシン

チ像が優つていることが判明した。
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254　　　”°Tc－pyrophosphateによる歯原性腫瘍3

例のスキャニング所見について
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　臨床歯学領域におけるRI利用の頻度は、臨床医学

領域のそれと比較して、極めて低いといえるが、近年、

悪性腫瘍の診断あるいは治療など、歯学領域において

も、RI利用の頻度は除々に高くなりつつある。

　本学故射線学教室においても、悪性腫瘍の診断時に

は、ほぼルーチンに67Ga－citrateによる腫瘍スキャニ

ングを実施し、範朔の確認および良性悪性の判別を行

い、合せて’9mTc－pyrophosphateによる骨スキャニン

グにより、腫傷の骨に対する影響の検索を行っている。

　しかし、悪性良性を問わず、歯原性腫瘍の診断に、

RIスキャニングを応用することは極めて稀で症例も数

例を数えるのみである。

　今回、われわれは、下顎骨々体部に発生した歯原性

腫瘍3例につき、”　MTc－pyrophosphateによる骨スキ

ャニングを行う機会を得たので、それらのシンチグラ

ム所見と、非歯原性腫瘍のシンチグラム所見とを、比

較しながら報告する。
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